
第6学年
2河22日

1 題材名民意を反映する決め方とは?

2 題材について

(1)【場面設定】 1時事的な社会事象について,他者との差異や葛藤を感じる問題」を扱う内容

「社会」学習指導案
(木) 4階B室 10 :00~10:40

多数決という決め方は本当に人々の意思を反映する決め力なのだろうか。も0と良いブ"去がないのか,
ー.、,.^.ー

決め方の研究の雁史から問い直してみよう

(2)本題材を取り上げた経緯と意図

授業者は,これまで本研究会で,原発再稼働,沖縄の米軍基地移設閻題,竹島領有劉題などを取り上

げて授業化してきた。子どもたちは,多海的な「判断の規准」で意思決定する学び方を身に0けて「政
治的りテラシー」を緬養しっつぁる。しかし,いくら子どもたちを市民として育てても,その意思を表

明tる選挙制度に問題があれぱ「政治的りテラシー」を溜養した意昧が無くなる。これからの政治教育

では「争点や問題ではなく,決め方を扱う」ことが靈要(田村暫樹・2015)と言われるが,どうすれば

よいのか。「選挙制皮はやはり無視できない県が瓣を及ぼしているぴ用藤秀治郎・20船)」や,「結局のと

ころ存在するのは民意というよりは集約ノレールがぢ・えた結果に過ぎない(坂井豊貴・2015)」という指

摘などからも,現在の選挙制座を問い直し,もっと「民意を反映する決め方」を考えて,民主政治のあ

り方を苦えたいと1預って本題材をデザインする。特に小選挙区選挙の問題点として,呪行の多数決の方

法では大量の死票を生み,得雰リ艇と議断勢雙得率の不均衡を生じさせることが指摘される。そこで,多数
決そのもを肉明視せず,様々な決定方法の長所や短所を知った上で,改良の視点をもてるようにしたい。

(3)本題材において育てたい「政治的りテラシー」 Uレーブリックの最高基準点の姿を記載)

言舌し合い

0社会的゛象やf1芋郭問題の刈
立点,論点や,それらの町景
となる基本的事実を理解する。
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0社会的事象や時事閥題の対
立点,論点について,多面的(他
者・の誓ιゞ訂な見方で苛える。

授樂者岡田

55~11:45

0読みとった怯殺・知識を,
冑分の主張の桜拠にする。

0様々な立場の人々が幸せに
なれる条件をぢぇて決定tる。

3 学習指導計画(5時聞目/全7時間)

巨1三亘亜:最近2回の衆議院議員選挙の得票率と獲得議席率の結果の資料から,呪在の選挙制度にっい
て気づいた問題点を指抽tる。できたら,代替案を芳える。

[豆1三直岡:子どもたちが気dいた問題点を克服する方法として先ず,パウロスの全員当選モテルを追体
験L,ボノレダ,コンドノレセなどのルールついて,長所や短所を昔える(本時)。その上で,現在の小選

挙区制度の階リ麹点について改めて者え直してみる。

匝1Ξ1匝1:今後の選挙制度を改轡するとしたら,どのようにしたら良いのか,慧見文を患き,統み合う。
4 本時について(全7時間)

(1)本時のねらい

現行の小選挙区制の問題点を克服する方法としてボルダ,コンドルセなどのルール0いて,長所や

短所を汚えて話Lあうことが出来る。

(2)予想される本時の展開
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・小選挙区避挙の是非を巡る争点について,その闇題点を指抽tることができる。
・特に,小選挙区制では,4割の得●疹雫で8割の議廟を獲得してしまうことや,熊兇
に死粟が多いことなどの濶題点があることを指摘できる。

泰孝

小選挙区選挙では多数決と単記制を採0て一人だけ当選者を決める。この方法の問
題点にっいて,ボルダやコンドノレセのルール,パウロスの全員当選ルールから,よ
り民意を反映しやすい方法を多而的に肴えることができる。

多数決,〕弛記制,ボルダや=ンドルセのルール,パウロスのルールなどの具付4列を
怜討して,それぞれの資料から,その方法の1'柄放を統み取り言語化できる。

・様々な立場の人々の"えや愆思を波治に反映させるための決め力に0いて灣えをも
つことができる。

0課題を確認寸る。

ボルタ,コンドルセのルールの特徴を生かして,小選挙区制の問

0ボルダルールの長所や短所について話し合う。

0ゴンドルセのルールの長所や短所について話L合う。

口授業後の話し合いで話題にしたいこと小選挙区制の課題を克服tるのために,ボルダ,コン ドノレセ

ルールなどの長・短所を考えることを通して,制度を改良tる視点を考えることができたか。

予想される子どもの活動

題点を克服できないだろうか。

0死票が少ない,一人だけに決めな

いで投票できることに気づかせる。
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